
第四部 刑事裁判システムと市民

司
法
と
い
う
名
の
公
共
性
の
空
間

柳

瀬

　

　

昇

（駒
澤
大
学
）

一
　

は
じ
め
に

「刑
事
裁
判
シ
ス
テ
ム
と
市
民
―
―

「司
法
と
民
主
主
義
」
再
考
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
憲
法
理
論
研
究
会
二
〇

一
一
年

度
春
季
研
究
総
会

（二
〇

一
一
年
五
月

一
五
日
、
於

亜
細
亜
大
学
）

に
お
い
て
討
論
者
と
し
て
登
壇
し
た
筆
者
の
理
解

で
は
、　
こ
こ
で
の
討
論
の
主
た
る
議
題
は
、　
２

）
国
民
主
権
国
家
に
お
い
て
民
主
的
正
統
性
を
直
接
的
に
調
達
す
る
こ

と
の
な
い
裁
判
所
が
司
法
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
正
統
化
す
る
か
と
、

含
じ

刑
事
裁
判
を

「公
共
性
の
空

間
」
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
の
二
つ
で
あ

っ
た
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
後
者
の
み

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
刑
事
司
法
を

「
公
共
性

の
空
間
」
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
の
当
否

司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
は
、
そ
の
総
論
部
分
に
お
い
て
、
司
法
の
役
割
と
し
て
、
「法
の
支
配
の
理
念
に
基
づ

き
、
す
べ
て
の
当
事
者
を
対
等
の
地
位
に
置
き
、
公
平
な
第
二
者
が
適
正
か
つ
透
明
な
手
続
に
よ
り
公
正
な
法
的
ル
ー
ル
　

ー７５
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原
理
に
基
づ
い
て
判
断
を
示
す
司
法
部
門
が
、
政
治
部
門
と
並
ん
で
、
「公
共
性
の
空
間
」
を
支
え
る
柱
と
な
ら
な
け
　
‐７６

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
司
法
は
、
「具
体
的
事
件

・
争
訟
を
契
機
に
、
法
の
正
し
い
解
釈

・
適
用
を
通
じ
て
当
該
事
件
　
争
訟
を
適
正
に
解
決
し
て
、
違
法
行
為
の
是
正
や
被
害
を
受
け
た
者
の
権
利
救
済
を
行
い
、

あ
る
い
は
公
正
な
手
続
の
下
で
適
正
か
つ
迅
速
に
刑
罰
権
を
実
現
し
て
、
ル
ー
ル
違
反
に
対
し
て
的
確
に
対
処
す
る
役
割

を
担
い
、　
こ
れ
を
通
じ
て
法
の
維
持

・
形
成
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
」

い
る
た
め
、
「司
法
機
能
は
公
共
的
価
値
の

実
現
と
い
う
側
面
を
有
し
て
お
り
、
裁
判
所

（司
法
部
門
）
は
、
多
数
決
原
理
を
背
景
に
政
策
を
ま
と
め
、
最
終
的
に
法

律
と
い
う
形
で
将
来
に
向

っ
て
規
範
を
定
立
し
執
行
す
る
こ
と
を
通
じ
て
秩
序
形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
国
会
、
内
閣

（政

治
部
門
）
と
並
ん
で
、
「公
共
性
の
空
間
」
を
支
え
る
柱
」
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

本
研
究
総
会
の
報
告
者
の
一
人
で
あ

っ
た
今
関
源
成
教
授
は
、
「司
法
を

「公
共
性
の
空
間
」
と
す
る
理
解
は
、
国
民

の
統
治
に
対
す
る
重
い
責
任
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
…
…
基
本
的
に
個
人
の
私
的
権
利
主
張
の
場
と
し
て
司
法
を
捉
え
る

（２
）

考
え
方
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
同
じ
く
報
告
者
で
あ

っ
た
渡
邊
弘
准
教
授
も
、
「裁
判
の

目
的
は
民
主
主
義
の
訓
練
の
場
で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
」

と
の
今
関
教
授
の
記
述
を
引
用
し
つ
つ
、

「刑
事
司
法

へ
の
市

民
参
加
を
、
単
に
民
主
主
義
的
な

「議
論
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
刑
事
司
法

へ
の
広
が
り
と
と
ら
え
る
こ
と
が
正
し
く
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
、
司
法
を
公
共
性
の
空
間
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
反
対
の
立
場
を
と
る
。

一
方
、
学
会
外
か
ら
の
招
待
報
告
者
で
あ

っ
た
石
塚
伸

一
教
授
は
、
「刑
事
を
批
判
す
る
公
共
的
な
空
間
、
す
な
わ
ち
、

政
治
国
家

（国
）
と
市
民
社
会

（経
済
）
か
ら
相
対
的
に
分
離
し
て
、
構
成
員
に
共
通
の
公
共
的
問
題
を
自
由
に
討
議
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
形
成
が
重
視
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
」
た
め
、
「刑
事
法
に
お
け
る
公
共
性
の
構
造
転
換
」
が
必
要
で
あ

る
と
の
見
解
を
、
複
数
の
論
稿
に
お
い
て
示
し
て
い
純
。

筆
者
は
、
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
の
司
法
観
を
基
本
的
に
は
支
持
し
た
う
え
で
、
今
般
の
司
法
制
度
改
革
が
共

和
主
義
的
憲
法
観
と
親
和
性
を
も
ち
う
る
こ
と
、
特
に
、
裁
判
員
制
度
に
関
し
て
は
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に

関
す
る
法
律
の
立
法
過
程
で
顕
出
し
た
制
度
設
計
者
の
意
思
に
、
公
共
的
な
事
項
の
検
討

・
決
定
に
お
い
て
討
議
を
重
視

（６
）

す
る
討
議
民
主
主
義

（Ｏ
ｏ〕】げ
Ｒ
“
一いく
ｏ
Ｏ
ｏ
日
８
８
ｏ
じ

理
論
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
共
和
主
義
的
憲
法
観
に
基
づ
く
討
議
民
主
主
義
理
論
に
よ
れ
ば
、
裁
判
員
制
度
と
は
、
刑
事
事
件

と
い
う
公
共
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
国
民

（か
ら
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
）
が
、
（裁
判
官
と
と
も
に
）
徹
底
し
て
討
議

（評
議
）
し
、
決
定

（評
決
）
す
る
公
共
的
討
議
の
場
を
構
築
す
る
試
み
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
参
加
し
た
国
民
が
公
民
的

徳
性

（ｏ
一二
ｏ
ユ

言ヽ
ｅ

を
涵
養
す
る
た
め
の
陶
冶
の
企
て

（♂

日ヽ
誅
ぃく
０
「
０
」８
ｃ

と
理
解
し
う
る
こ
と
を
、
拙
著
そ

の
他
の
論
稿
で
提
唱
し
て
き
た
。

筆
者
は
、
司
法
権
と
民
主
主
義
原
理
と
の
間
の
緊
張
関
係
に
注
視
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
今
関
教
授
の
問
題
関
心
を
共

有
し
、
ま
た
、
被
告
人
の
権
利
を
何
ら
顧
み
る
こ
と
な
く
、
裁
判
を
単
な
る
民
主
主
義
の
訓
練
の
場
の
み
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
同
教
授
の
指
摘
に
も
同
意
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
に
際
し
て
、

（８
）

国
民

一
般
に
と

っ
て
の
裁
判
の
意
義
を
重
視
す
べ
き
と
す
る
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
立
場
を
支
持
す
る
限
り
、
被
告
人

の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
意
義
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、
陶
冶
の
企
て
と
し
て
の
裁
判
員
制
度
と
い
う
筆
者
の
構
想
の
説

得
力
は
減
殺
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。

〓
一

「
公
共
性

の
空
間
」
を
複
線
的

に
と
ら
え
る
こ
と
の
意
義

研
究
総
会
の
午
後
の
討
論
に
先
立
ち
、
司
会
者
の
一
人
で
あ
る
大
津
浩
教
授
か
ら
、
裁
判
員
裁
判
に
つ
い
て

「公
共
性

の
空
間
」
と
し
て
と
ら
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、　
２

）
裁
判
員
以
外
の

一
般
の
国
民
が
刑
事
事
件
に
つ
い
て
議
論
を
行
う

と
い
う
空
間
と
、　
公
じ

裁
判
員
が
実
際
に
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
評
議
を
行
う
と
い
う
空
間
の
二
つ
が
あ
る
は
ず
で
あ
　
１７７
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る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
を
明
確
に
分
け
て
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１７８

討
議
民
主
主
義
理
論
に
お
け
る
民
主
的
討
議
と
は
、

２

）
公
共
的
な
事
項
に
関
し
て
、
個
人
が
、
問
題
の
所
在
を
理

解
し
、
熟
慮
し
、
討
議
を
行
い
、
各
人
の
意
見
を
形
成
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
義
を
も
つ
市
民
社
会
に
お
い
て
重
畳
的

に
展
開
さ
れ
る

「意
見
形
成
の
た
め
の
討
議
」
と
、
公
じ

立
法
そ
の
他
公
権
的
な
決
定
作
成
が
求
め
ら
れ
る
場
面
に
お

い
て
、
決
定
に
責
任
を
負
う
者
が
、
熟
慮
し
、
討
議
を
行
い
、
意
思
を
形
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
決
定
を
行

（
う
彙
め
に
な

す

「決
定
作
成
の
た
め
の
討
議
」
と
に
分
け
て
論
ず
べ
き
で
あ
る
と
、
筆
者
は
、
前
著
に
お
い
て
主
張
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
民
主
的
討
議
を
複
線
的
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
大
津
教
授
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
刑
事
裁
判
の
さ
ら
に
外

周
に
も
犯
罪
と
刑
罰
を
め
ぐ
る

「公
共
性
の
空
間
」
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
討
議
参
加
資
格
が
決

定
作
成
に
正
当
な
権
限
を
有
す
る
者
に
限
定
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
様
式
と
し
て
理
性
的
論
証
の
み
が
許
容
さ
れ

た
、
裁
判
官
と
裁
判
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
裁
判
所
と
い
う
公
共
性
の
空
間
の
ほ
か
に
、
参
加
資
格
が
開
放
さ
れ
、
手
続

上
の
準
則
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
合
意
形
成
や
決
定
か
ら
も
自
由
な
、
市
民
社
会
に
お
け
る
犯
罪
と
刑
罰
を
め
ぐ
り
展
開
さ

れ
る
公
共
性
の
空
間
も
あ
る
。

（１０
）

前
著
を
上
梓
し
た
時
点
で
は
、
筆
者
は
、
そ
の
存
在
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
犯
罪
と
刑
罰
を
め

ぐ
る
意
見
形
成
の
た
め
の
討
議
の
場
の
構
想
に
つ
い
て
十
分
に
注
意
を
払

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
、
正
直
に
告
白
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
員
制
度
が
施
行
前
の
国
民
の
多
く
の
支
持
を
得
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
事
実

へ
の
筆
者
の
評
価

を
め
ぐ
る
青
井
未
帆
教
授
に
よ
る
指
摘
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
決
定
作
成
の
た
め
の
討
議
の
場
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い

た
が
ゆ
え
に
、
市
民
社
会
で
の
意
見
形
成
の
た
め
の
討
議
の
場
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
を
筆
者
が
明
確
に
述
べ
な
か

っ
た
こ
と
が
招
来
し
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

拙
著
に
対
し
て
、

「裁
判
員
候
補
者
数
が
国
民
全
体
の
中
で
少
数
で
あ
る
こ
と
、

裁
判
員
が
匿
名
で
あ
り
評
議
が
非
公

開
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「陶
冶
」
の
効
果
は
あ
る
と
し
て
も
極
め
て
限
定
的
で
あ
」
る
と
の
批
判
が
見
ら
れ
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
、
も
う

一
つ
の
公
共
性
の
空
間
へ
の
筆
者
の
論
及
不
足
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
は
、
筆
者
は
、
拙
著
二
九

一
頁
注
二
七
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
民
の
大
多
数
が
実
際
に
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
な
い
と

し
て
も
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
自
分
が
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
参
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
国

民
が
意
識
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果
は
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。

司
法
制
度
改
革
審
議
会

「
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
」
全
一〇
〇

一
年
六
月
）
五
頁
。

今
関
源
成

「
参
加
型
司
法
」
全
国
憲
法
研
究
会
編

『
憲
法
改
正
問
題

〔法
律
時
報
増
刊
ご

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）

頁
。

（３
）

今
関
　
前
掲
注

（２
）

一
八
二
頁
。

（４
）

渡
邊
弘

「法
教
育
に
つ
い
て
―
―
裁
判
員
制
度
教
育
の
検
討
を
と
お
し
て
」
活
水
論
文
集
五

一
集

（二
〇
〇
八
年
）
四
三
頁
。

（５
）

石
塚
伸

一
「刑
事
裁
判
に
お
け
る
被
害
者
の
役
割
」
現
代
思
想
三
六
巻

一
三
号

（二
〇
〇
八
年
）
九
二
頁
、
同

「刑
事
司
法
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
規
制
改
革
　
民
営
化
と
公
共
性
の
構
造
転
換
」
法
社
会
学
六
八
号

（二
〇
〇
八
年
）

一
〇
〇
頁
。
筆
者
は
、
司
法
を
公

共
性
の
空
間
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
と
い
う
点
に
お
い
て
、
石
塚
教
授
の
議
論
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
石
塚
教
授
に
よ
る
公
共

性
の
空
間
の
構
成
方
法

（特
に
、
討
議
の
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
）
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
異
論
が
あ
る

（拙
稿

「裁
判
所
に

お
け
る
素
人
と
専
門
家
と
の
熟
議
　
対
話
」
田
村
哲
樹
編

『
語
る
―
―
熟
議
／
対
話
の
政
治
学
』
（風
行
社
、
二
〇

一
〇
年
）
二
〇
六

―
二
三
四
頁
参
照
）
。

（６
）

こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
は
、
「九
〇
年
代
に
始
ま
る

「諸
改
革
」
か
ら
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
司
法
制
度
改
革
に
つ

い
て

「
共
和
主
義
」
と
し
て
読
む
べ
き
で
は
な
」
く
、
ま
た
、
「
共
和
主
義
」
が
主
張
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
無
視
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
の
批
判
が
あ
る

（成
澤
孝
人

「裁
判
員
制
度
と
憲
法
理
論
」
法
の
科
学
四

一
号

（二
〇

一
〇
年
）
七

一
頁
）

一
方
で
、
今
般

の
司
法
制
度
改
革
の
主
導
者
の
一
人
は
、
「国
民
の
司
法
参
加
が

「共
和
主
義
的
憲
法
観
に
基
づ
く
討
議
民
主
主
義
理
論
」

に
親
和
的

　

１７

一ι↓

ノ`



で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る

（佐
藤
幸
治

『現
代
国
家
と
人
権
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）

一
三
二
頁
）。

（７
）

詳
し
く
は
、
拙
著

『裁
判
員
制
度
の
立
法
学
―
―
討
議
民
主
主
義
理
論
に
基
づ
く
国
民
の
司
法
参
加
の
意
義
の
再
構
成
』

（
日
本

評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
四
―
二
五
三
頁
。

（８
）

「新
た
な
参
加
制
度
は
、
個
々
の
被
告
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
国
民

一
般
に
と

っ
て
、
あ
る
い
は
裁
判
制
度
と
し
て
重
要
な
意
義

を
有
す
る
が
故
に
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
只
司
法
制
度
改
革
審
議
会

上
則
掲
注
（１
）
一
〇
六
頁
）
。

（９
）

前
掲
拙
著

一
九
五
―
二
〇
〇
頁
。

（１０
）

前
掲
拙
著
二
七
六
頁
注
四
五
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
も
う

一
つ
の
公
共
性
の
空
間
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
た
。
な
お
、
大
津
浩
教

授
に
よ
る
民
主
的
討
議
の
主
体
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
同

一
九
九
頁
注

一
八
三
。

（Ｈ
）

青
井
未
帆

「書
評
」
憲
法
理
論
研
究
会
編

『憲
法
学
の
未
来

〔憲
法
理
論
叢
書
１８
と

（敬
文
堂
、
二
〇

一
〇
年
）
二
二
二
頁
。

（‐２
）

宍
戸
常
寿

「
国
民
の
司
法
参
加
の
理
念
と
裁
判
員
制
度
―
―
憲
法
学
の
観
点
か
ら
」
後
藤
昭
編

『東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
の
刑

事
司
法
参
加
』
（国
際
書
院
、
二
〇

一
一
年
）

一
四
八
頁
。

雄

堂

基

文
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